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研究主題 
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研究主題について 

1主題設定の理由

わたしたちは｢豊かな生活につながる授業づくり｣を目指して取り組んでいるが,その中で,特

に大切にしたいものとして｢自らしようとするカ｣をあげた｡具体的には,活動意欲の高揚ととら

えており,学部の教育目標にも｢日常生活に必要な基礎的･基本的な内容に意欲的に取り組み･ -｣

と掲げ,子供たちの意欲的な姿を目指して日々の教育活動を実践している｡また,前次研究では,

生活単元学習を中心的指導の形態として子供の｢やりたい,もっとやってみよう｣という意欲を大

切にしながら,主体的に活動する姿を目指して実践した｡その結果,子供が活動に対して見通しを

持てたり,課題を意識できたりするには,教師の支援の在り方が重要になることを明らかにできた｡

ふだんの授業では,環境構成という視点からの支援についても,もっと子操に分かりやすく工夫す

る必要があるという課題も見えてきた｡

これらのことを踏まえて,わたしたちは,子供たちが意欲的に取り組むにはどのような授業にす

ればよいか考えた｡わたしたちが,ふだん授業を設計するときには,まず, ｢一人一人に応じた支

援をどうするか｣ ｢どのようにしたら子供たちが主体的に活動できるか｣ということを考える｡そ

れは,授業の主体者としての子供たち一人一人が(憫別化),自ら活動する(主体性)ことが望ま

しい姿だと思うからである｡しかし,実際の授業場面では,個々の目標は踏まえながらも一人一人

に対応した活動の設定や支援が難しかったり,子供たちが意欲的に活動している場面が少なかった

り(教師の指示があれば活動できる,することが分かれば活動できる,集中した活動の継続が難し

いなど)して,わたしたちの願いとのずれが目立つのが現実である｡また,子供たちの人とのかか

わりについては,教師とのかかわりが中心であったり,一人遊びが多かったりして,子供同士でか

かわり合う姿はあまり見られない｡このような子供たちに対して,大人との関係を中心としながら

も,一人一人の子供が｢意欲的に活動する｣ことを模索していくことは大切であると考えた｡

今日の学校教育において,生涯学習の基礎づくりをするという観点から,生涯にわたって学び続

けようとする意欲を育てることは必要不可欠なことである｡学習指導要領との関連では,意欲的に

活動することは｢生きるカ｣を育成する教育の中核を成すものであるととらえる｡これは,子供た

ちの｢やる気,自信｣を呼び起こし,学習の｢持続力｣を培うものであると考える｡特に,この持

続力は一時的な活動の持続ではなく,学び続けるという態度の育成へとつなげていきたい｡このよ

うなことから,子供たちが意欲的に活動することを目指して研究をすることは教育的価値が高いと

考える｡

以上のように,これまでの研究の流れや,わたしたちの課題意識,教育的価値などを考え,本研

究主題を設定した｡
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2　主題の押さえ

(1)意欲的に活動する姿とは

子供たちの学習の様子に着目すると｢自らしようとする力｣が最も大きな課題と考えられる｡

学習指馨要領においても｢関心･意欲･態度｣が重要であることば述べられているように,わた

したちも,学習に対して,関心･意欲を持ち熱中できることが大切と考えた｡その上で,子供た

ちを指導する際の支援と合わせて｢意欲的に活動する姿｣を考えてみた｡

わたしたちが子供たちの様子の中から｢意欲的に活動する姿｣を考えたときに,それぞれが好

き恵活動に没頭している姿が目に浮かぶ｡砂や水魚どの感覚的な遊びや自転車に乗ったり　ブロ

ックやおもちゃで遊んだり,コンピュータソフトに熱中したりする子供たちの表情が見られる｡

その表情は,とてもうれしそうであったり,ときには真剣であったりする｡このようなときは,活

動そのものの持続度も高い｡授業の中でも,同様な姿を垣間見ることができる｡これらのことか

ら子供たちが｢意欲的に活動する姿｣を整理した｡

○することが分かり,見通しが持てている○ 

○自分から物や人に働き掛けている0-直接的支援が少ない 

○活動に集中している0-持続している 

○教師や友達と一緒に.活動している0-参加している 

もちろんわたしたちは,どのような場面においても一人一人の子供に上記の全てを求めている

のではなく,一つの場面においてどれか一つでも見ることができれば;意欲的な姿が見られたと

判断する｡

(2)意欲的に活動するためには

子供の内面が大切

これまでにも述べたように子供たちが意欲的に活動することを目指すわけだが,そのためには

どうすればよいのであろうか｡先に述べた,わたしたちのとらえる意欲的な姿から考えてみると,

子供たち自身の持つ｢能動的な心の動きの部分｣が大切だと考えられる｡これまでも先行研究に

おいて,様々恵実践研究が蒸されてきており,共通するところとして,子供自身の内面的な働き

(情動や感情,気持ち,認知･思考など)が大きく関与しているということが指摘できる｡モンテ

ッソーリの教育でも｢子供の活動は意欲と自発性に支えられていることが重要ですが,モンテッ

ソーリ教育では,内発的に動機付けられている自発的恋行動形成を目指しています｣と述べられ

ているように,子供が,自ら｢～したい｣ ｢～しよう｣と思い,行動に移すことが大切だと考えら

れている｡

このことに関して,新井は｢学習意欲｣のとらえ方において, ｢内発的学習意欲(興味･関心,

自己決定,有能感など)｣ ｢外発的学習意欲(賞罰,規範意識,自己目標実現など)｣と整理してい

る｡また,川村は,学習障害児の内発的動機付けの効果に関する研究により,内発的動機付けの中

にも｢内生的｣と｢外生的｣と言うように分けてとらえている｡いずれにしても意欲がわいてくる

源泉について, ｢子供自身から｣と｢子供を取り巻く人や環境との関係から｣とに分けてとらえら

れることになる｡

子供の具体的な姿を通して考えてみたい｡前項で述べた砂遊びや水遊びに熱中する子供につい

て考えてみると,砂や水の感覚的刺激が興味･関心の高い物であり,子供にとって楽しく心地よ

い物である｡また,教師と一緒に遊ぶ中で,やり取りの楽しさや一緒に遊ぶことのおもしろさ､褒

めてもらったり喜んでもらったりする心地よさが分かってくると単なる感覚的な遊びではなく,
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人と一緒にということが大きくなっていく｡一方で,大きな山を作ったと言うことが満足いくことに

なれば,もっと大きな山を作ろうということで,気持ちがそのように向いていく｡このようにみてい

くと,興味･関心を基本としながら,子供の情緒や自我の成長とともに,意欲のわき起こる部分が

変化しており,そこには,賞罰(褒められたい､叱られたくない) ,規範意識｢期待にこたえたい,

よい子でいたい｣,自己目標の実現｢目標を持って自己実現を図りたい｣ (新井によれば,学習の自

立度が低い段階から高い段階へと述べられている)というように,他者とのかかわりも影響してく

ると考えられる｡ (図1)

二二三輩二一二二≡輩

A I;輩輩
図1 ｢砂遊び｣による遊びの活動と意欲の変化

このように,意欲的に活動するためにも,子供の内面に目を向け嘲き掛けることにわたしたちの

支援の拠所が存在すると考える｡換言するならば, ｢子供が,活動に子供自身の意味を兄いだし.自

ら取り組んでいくためにわたしたちがどう支援したらいいか｣と言える｡

受業(学習活動)が意欲的であること

教師 乂x�>�vRﾈｻ8ﾝ粨ｻ8ｾ�� 

することが分かる,学習の定着 

かかわり活 

る 言葉掛 �6偖y(b韜ﾙ��+r�

直接的支援一緒に取り組む次 

子勒の ･..-,｡.---.........-読"活 

供蕾……粧""…"…"""精読 

毒やつた,できた憲自害 

…豊かな蒜:,5:かつたわかつた慧信もつとしたいなあ 次も頑張ろう 

図2　授業における学習活動と子供の内面の動き
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図2示したように,わたしたちが目指す授業において｢子供たちが意欲的に活動する姿｣を考えて

いく上で,活動はすなわち学習活動であり,教材･教具を用いるものであり,かかわる人は子供同士

や教師が中心であるなどの条件がある｡その前提において,子供の内面(意識の流れ)に目を向け,そ

の意識の在り方を考えてみたい｡

授業においては,子供と教師の共同的活動となるが,多くの学習活動は教師側が子供の興味･関心

や実態に基づいて設定していく｡その際に,子供が関心を持つような教材･教具や活動の提示など教

師の果たす役割も大きい｡子供が｢やってみたいな｣と思うところに意欲につ恵がる心の動きが出てく

るが,働き掛け方が分からなかったりうまくいかなかったりすると,すぐにあきらめたり関心をなく

したりする｡活動自体が子供にとって分かりやすく, ｢何をどうする｣のかがはっきりしていることが

大切となる｡そして,随時,言葉掛けや直接的支援などで,意欲を維持させたり喚起させたりしながら

活動に集中し持続できるのである｡また,教師や友達とのかかわりの中で,一緒に活動して楽しいと感

じるようになっていく｡そのような取組を経て, ｢できた,おもしろかった｣など活動の結果を成功感

や成就感として,称賛などでフィードバックしていくことも大切である｡これらの積み重ねが自信につ

ながり, ｢またやろう,もっと頑張ろう｣といった次への意欲を持つことができるように高めていくこ

とになる｡この一連の繰り返しを経験し,子供の中で自分で決めたり自分で目的を持ったりすることに

つながることが,子供が活動自体を｢意味あるもの｣として受け止めていくようになると考える｡これ

らの心情的経験を繰り返すことが,さらなる活動意欲につながるのである｡

以上のような子供たちの内面の動きを考慮していくと,教師である立場から､本研究においては｢内

面に働き掛けること｣と｢活動自体を工夫すること｣に視点を当てて支援を考えていくことにする｡

ア　内面への働き掛け

前述したようにわたしちは,子供の心の動きを大切にして｢子供の内面に働き掛ける｣ことを考

えるとき,少なくとも,教師と子供の中でコミュニケーション関係が成立していることが大切であ

る｡つまり,教師と子供には晴動的なつながりがあり,相互に信頼できる関係であるということで

ある｡これらのことば,これまでの本校のかかわりやコミュニケーションの先行研究において,イ

ンリアルを中心にかかわり方を探ってきた成果の積み重ねが生かされる｡つまり,インリアルのS

OULの基本姿勢が,まさにかかわり方の基本となるのである｡また,前述した,川村は,内発的

動機づけの研究により,交流感充足の手立てとして, ｢一途に係わること｣ ｢活動前に承認の合図を

送ること｣ ｢容認的に対応すること｣などの重要性を指摘している｡さらに,有能感充足の手立てと

して, ｢心の拠り所を与える｣ ｢成功の原因を努力や能力に求めて称賛する｣などの重要性を指摘し,

自己決定感充足の手立てとして｢素直な感情を承認する｣ ｢活動前に演示する｣ ｢活動中に説明する｣

などの支援の有効性を報告している｡

わたしたちは,子供を意図的に活動に向かわせるという見方ではなく,活動の主体である子供が

活動に向かうように支援するという見方を常に忘れず,時には,裏方のように環境の一部として存

在し,時には,子供と一緒に活動する存在として支援していくことが重要と考える｡

例えば,登校時の靴履きの場面で滞っている場合には,まず子供が登校で疲れているのか,気分

が悪いのか,今日の活動に不安があるのかなどを推測しつつ身体に触れながら,子供の思いを受け

止める｡次に,子供に安心感を持つことができるようにしながら行動を促すような言葉掛け(｢先生

もお手伝いするから,靴を履こうか｣など)をするというようなかかわりである｡
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イ　活動自体の工夫

活動自体の工夫として大切にしたいことは,活動そのものを子供たちに分かりやすくすることで

ある｡字佐川は｢始点と終点の明確化が意図的目的的行為を拡大させる｣ (2001年)としている｡

それによれば,始点(始まり)と終点(終わり)を明確にすることが,子供たちに活動を分かりや

すくし,意図的目的的行動を引き出すことになるという｡活動場面で始点と終点を明確にするとい

うことは,場面の枠付けをしっかりするということである｡さらに,意図的目的行為が拡大してい

くためには,手段がつながるように活動を設定することが必要とされる｡例えば,行為を三つつな

げる活動を設定したとすると, ｢はめ板を持って行って｣ - ｢入れて｣ - ｢ブランコに乗る｣という

ように行為をつなぐことによって,行為と行為の因果関係のつながり方を高めていくことが,始点

-終点･始点-終点･始点-終点という手段や行為の連鎖を可能にするのである｡つまり｢何をど

こまですれば終わり｣ということを明確にするのである｡

次に同じ学習過程を複数時間繰り返すことにより,単位時間の学習活動の流れに見通しを持つこ

とができるようにすることも考えられる｡例えば,学習集団全体での活動-個別･グループ別-全

体というような学習形態の工夫もその一つと考える｡

さらに,教材･教具については,子供たちの興味･関心に基づいた,時には興味･関心をわき起

こすような教材･教具を準備する｡加えて,一つの活動をだれとどこでするのかを明確にした場の

設定もすることが求められる｡

以上,述べてきたことから,子供たちが意欲的に活動するた

めの支援の観点として,右のようなことが考えられる｡

(3)授業づくりとは

わたしたちが考える授業づくりとは一言で言えば,

○教師のかかわり方の工夫 

○することが分かるような工夫 

○教材.教具,場の設定の工夫 

一人一人の子供が意欲的に活動する授業を設計し,実践,評価していくこと

であると考える｡わたしたちは,一人一人に応じて活動を設定したり,支援したりすることで,意

欲的に活動する授業をつくっていきたいと考えている｡ ｢よい授業とは適時･適切な方法と技術が合

体したときに生まれるものである｣と言える｡このうちどれか一つでも欠けてしまったら,よい授

業や個に応じた指導は成立しない｡適時･適切な方法や技術を見出す手掛かりとして,個別の指導

計画を生かせないかと考えた｡基本的には個別の指導計画は子供の生活全般において活用するとい

う考え方に立っているが,本研究においては,授業づくりに焦点を当て,どのように生かせるかを

探っていきたい｡

右図に志すように,個別の指導計画そのものは,

あらゆる場所での活動が目標とされることは, I

EPの理念を踏まえると周知のことである｡本研

究では学校生活において,どう活用するかを探る

ために学校生活全般で活用しながらも特に授業に

どのように生かすかを考えるものである｡

個別の指導計画を活用する �,R�

家庭で学校で地域 !授業でーl 

図3　個別の指導計画を活用する揚
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研究目的 

一人一人の子供が意欲的に活動する授業の在り方を追求する

子.● 研究仮説 

わたしたちは,一人一人の子供が意欲的に活動する授業は,以下の取組によって追求できるのでは

ないかと考えた｡

1 �ｩ�ﾈ自�ﾈ,��+h.�+ﾘ-�,鎚ﾌ)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯/��ｼh,��h*�+x�ｲ�

2 �ｩ�ﾈ自�ﾈ,ﾈ��ｹ�*ｨ�9w�4�,乖�:�+x.�.h*H,育�x/�+x.��ｲ�

研究内容 

本研究は前項の研究仮説を検証するために,以下の二つを研究内容とする｡

研究内容1　個別の指導計画を授業にどのように生かすかを明らかにする｡

研究内容2　-人一人の子供が意欲的に活動するような支援の在り方を明らかにする

研究方法 

1　研究内容1について

個別の指導計画様式1を各指導の形態の中でどのように生かすかを明らかにするために,関連表

を作成し,その際,様式1にある教育的ニーズだけでなく,全体像も含めて,指導の形態や単元･

題材との関連を確認できるようにする｡次に,その関連を考慮しながら各単元･題材における個人

目標を達成するための具体的な学習活動について話し合う場として,授業づくりミーティングIを

設定する｡さらに,次の時間や単元へつながるように,毎時の個人目標を評価していくことにする

(授業づくりミーティングⅡ ･皿において)｡

2　研究内容2について

わたしたちが目指す授業像(子供たちが意欲的に活動している姿)を再確認して,子供たちの心

の動きに注目しながら,教材･教具や環境設定などを含めて,することが分かるような支援を考え

ることにする｡これらについては,授業研究会を通して,わたしたちの支援の適正さや目標の妥当

性等を確認･検討し,実践的に試行しながら改善･充実していくことにする｡

上記の研究内容1 ･ 2について｢個別の指導計画の生かし方が領域･教科を合わせた指導と教科別

の指導では違うのではないか｣という推測がされるため,今回取り上げる指導の形態は,領域･教科

を合わせた指導の生活単元学習と教科別の指導である算数科とした｡
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研究の実際 

1理論編

わたしたちは,授業における個別の指導計画様式1の活用の仕方と,一人一人の子供が意欲的に

活動できるようにするための支援の在り方を明確にするという視点を持って,授業づくりを考えた｡

前者については,個別の指導計画様式1にある｢豊かな生活につながる四つの力の下位項目毎の

教育的ニーズ｣と｢各指導の形態の活動要素｣が直接結び付かないので,個別の指導計画様式1と

各指導の形態の間に橋渡しを入れることにした｡また,後者については,実際の指導場面において,

子供たちの心の動きに注目しながら,具体的な支援を考えていくことにした｡

(1)授業づくりの考え方

授業づくりにおいて,わたしたちは個別の指導計画様式lと各指導の形態の橋渡しとして,関

連表(表1)の作成を考えた｡　　　　　　　表1関連表の記入例

その作成におい

ては, ｢どの学習活

動で教育的ニーズ

にこたえるか｣を

チェックするとと

もに,予想される

具体的な活動や手

立てをメモしてお

く｡また,直接教

育的ニーズにこた

えようとする場合

には｢◎｣を,個

時 期 侏��ﾝ��主な学習活動 倩�kﾈ�ｨ�ｨ�ｨ�｢�劔劔氏名 

身 豫ﾒ�コ 侏騏ﾒ�倆��秦 冢r�職 ��r�健職 
888m〇°言!=… 

4 局 ���:��6ﾘ�ｨ�B��4y?��/��○運動会を思い出す ○種目の練習をする ･かけつこ ･表現 宙�ﾒ�〇 i I ��教師の言葉掛けに応 じて行動する 劔刧� ��
iU 剪� ��ﾒ�

きみを使って 

し ��ｸ呵�/�+x.��剋��ｫる(協 

よ ラ 唸呵�4�6(5�/�,(*ﾘ.��X呵�,ﾉ�ｸ�/�+x.��勁動作) 

㊨ 

5 �� �� �� �� �� �� ��

6 �� �� �� �� �� �� ��

別の指導計画様式lにある指導の場に示されていなくても,教育的ニーズを生かすことが可能だ

と思われる場合には｢O｣を記すことにした｡このような作業を通して,関連表には次のような

機能を持たせようとしたものである｡

○こたえようとする教育的ニーズと生かせそうな教育的ニ 坪5�/�%�ﾋ2��胃馼�,冖隕ﾘ,�+x.薬�

○個別の指導計画と関連する活動内容を焦点化する○ ��

○個別の学習活動を想定する○ ��

基本的には,まず学期当初に関連表を作成する｡そして,授業づくりを大きく｢設計-実践-

評価｣の流れとし,憲欲的に活動するための支援については,その中の実践レベルで考えていく

ものとした｡これらのことを学部や学習集団の担当者同士で確認をしてくことを,授業づくりミ

ーティングとして取り組むことにした｡

ア　設計段階(授業づくりミーティングi)

この段階では,各単元･題材の担当者が,まず,関連表と個別の指導計画様式lを基に,教育

的ニーズを集約する｡次にその単元･題材の意義･価値を明らかにする｡そして,この双方を練

り合わせて,学部で(または学習集団で)大切にしたいことを検討する｡さらに,単元･題材の

全体目標と個人目標を設定した上で,大まかな指導計画を作成する｡
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イ　実践段階(授業づくりミーティングiI)　　　　　　　　　　　.

わたしたちがふだん行っている授業は,その大部分が集団での活動である｡しかし,個別の指導

計画は一人一人の多様な実態を基に作られており,集団の中でどのように(どの桂度)個別的にア

プローチできるかが大きな課題となる｡

そこでこの段階では,前段階で作成した大まかな指導計画を一人一人の子供の目標達成をねらっ

てより具体的な形にし,その中で一人一人の子供が意欲的に活動できるようにするための支援を工

夫していくことにする｡その際, Ⅱ-2で述べたような一人一人の子供が意欲的に活動している姿

を目指して,個別の学習活動や支援を講じていくのである｡

ウ　評価段階(授業づくりミーティング用)

わたしたちは,授業実践をするに当たり,日々の授業を評価･反省し,次の授業へつなげること

を大切に考えたい｡確実に授業評価ができると,授業づくりもより考えやすくスムーズにできる｡

この際,何をどのように評価するかについて,教師間で共通理解を図る必要があると考えた｡

表2　評価の観忠

わたしたちは,学級単

位やグループ別,学部全

体といった学習集団毎に

右表にあるような観点で

毎時の授業を評価するこ

とで,常に次時の取組に

生かすことにした｡

千 供 ��ｸ自�ﾈ自�ﾈ,ﾈ��ｹ�,ﾉmｩUy$)�ﾉ7���ｸ�9w�4�,乖�:�+x.仞��ﾉ4�,育��

敬 ��ｸ��ｹ�,ﾈ輊*(/��8*��-��8+x.h*H,�*�*�.ﾘ.�*ｨ,X*ｸ+ﾘ*��

節 ��ｹ�ﾈﾋ�4�,X��ｹ�,兒ｨ*�.�.(+x*(ｨ�:�/��ﾙ.�,X*ｸ+ﾘ*��

○興味.関心を惹くような意外性のある教材.教具を準備したか 

また,日々の実践評価の蓄積を基に,学部全体での単元反省も行い,次の単元や次年度の単元に

生かすことを前提に検討･確認することにした｡

以上のように,一人一人の教育的ニーズにこたえられるように個別の目標や活動内容の設定をして,

実践段階においては,一人一人の子供がより意欲的に活動できるような支援を考える｡図示すると以

下のようになる｡

設計,実践那智 個別の指導計画単元の 関連表意義.価値 !全体目標と個人目標 集団での学習活動設定 一人一人の子供の 意欲的な活動 ��評価段階 1目標の達成度i i目指す姿(意欲的-動)I l活動暇暖の有効性 ��

図4　綬業づくりの考え方
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(2)授業づくりの手順

【前授業づくり段階】学期当初 

①教育課種にある各指導の形態ごとの指導計画は,教育目標達成のためにあるものとして考 

える○ 

②個別の指導計画を作成するo 

③個別の指導計画様式1と教育課程にある指導計画を照らし合わせながら関連表を作成し, 

教育的ニーズにこたえる活動を蕪点化し,子供の全体懐の効果的な生かし方を考えながら- 

人一人に応じた活動や支援を関連表の中にメモする｡ 

【第1段階:設計段階】授業づくりミーティングi 

①単元.題材の意義.価値とその時々の子供たちの経験や実態,学習集団における一人一人 

の関連表を照らし合わせる. 

②学習集団における大切にしたいことや,単元.題材全体を通しての全体目標を設定する. 

(集団化) 

③大まかな学習活動を設定するoこの際,関連表を見ながら単元.題材を通した個人目標と 

個別に支援を必要とする学習活動を確認するo(個別化) 

【第2段階:実践段階】授業づくりミーティングIi 

①本時の全体目標と掴大目標を設定するo 

②大まかな学習活動を基に一人一人の目標達成につながるように学習活動をより具体化し, 

支援の手立てを確認するoその際,一人一人の子供の憲欲的な活動につながるように,教輔 

のかかわり方や子供が何をすればよいか分かるような活動の設定や,学習過程の検討,教材 

･教具の工夫など支援の仕方を教師間で確認していくo 

【第3段階:評価段階】授業づくりミーティング用 

一人一人の目標の達成度や,学習活動及び支援の手立ての適切性などについて評価をするo 

この段階では,授業づくりミーティングHと平行して行い,常に評価を次の時間に生かす 

ようにしていくoそして,単元.題材終了後に個人目標や単元.題材の評価も行い,次の単 

元.題材や次年度の単元.題材へ生かす材料とするo 

基本的には,第1段階で個別の指導計画様式lを活用し,第2段階で一人一人の子供が意欲的に

活動できるような工夫をしていくという流れを経て授業づくりをしていくが,子供の教育的ニーズ

によっては,第2段階においても,直接その教育的ニーズにこたえる場合もある｡

以上,述べてきた授業づくりの流れを図示すると次のようになる｡ (図-5)

く二三二二⊃ 

授業づくりミーティングⅢ 

の様子 
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【個別の指導計画】

様式1 ��� �"� �2� 韮� �.r� 

様式2 � � � � � 

教育課程にある指導の形態ごとの指導計画 

教育的ニーズにどこで

こたえるかを明確にする

経験や実態教育的ニーズの数や 

具体的な内容を集約 

関連表と様式1意義.価値iL､どこにウエイトを 上一一一一一⊥置くのかなどの傾向を 

大切にしたいこと見て,活動内容を焦点 

上土化する. 

全体指導計画 
単元の全体目標を含む 

国書顕国書案星星重量董墓室 
学習集団毎の指導計画 

1上霊岩5mm"EE慧ために 
一人一人の子供が意欲的にできるよう 

が言動を設定する教師のかかわり 

次の授業へ ��する｣と力分かる 

教材.教具,場の設定 

請 次の単元や 刮ｿ 

一人一人の子供に意欲的に活動する姿が見られたか 

一人一人の子供の個人目標は達成できた 

次年度の単元へ 刳�ｮや支援の手立ては有効に働いたか 

構成の妥当性につ 目標の達成度や単元 いて評価.確認する 

図5　授業づくりの流れ
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2　実践編

わたしたちは,これまで述べてきたような｢授業づくり｣の流れに基づき,日々の授業づくりを

している｡その実践を通して,授業づくりの中で個別の指導計画をどのように活用したかをわたし

たちの取組や授業の変容を見ながら述べていきたい｡

ここでは,領域･教科を合わせた指導である生活単元学習と,教科別の指導である算数科を採り

上げ　それぞれの計画-実践-評価の流れで見ていくことにする｡さらに,意欲的に活動するため

の支援についても触れていくことにする｡

(1)生活単元学習での実践

ここでは,単元を通して繰り返しの学習活動で構成できる単元｢水遊びをしよう｣と,様々な

学習活動で構成できる単元｢なかまの家にとまろうⅡ｣の実践を紹介する｡

単元名｢水遊びをしよう｣

○　期　間:7月1日～7月15日　　総時数24時間

○学部全体でプレイヤードでの水遊びをすることを通して,かかわり合いを広げることを主なね

らいとした単元｡

授業ミーティングI

単元の意義,価値 仆8孜4�6ｨ�ｸ5�,ﾈ�5�ｲ曳ｹ%�ﾋ8,X+�+ﾘ*h.仆8孜4�6ｨ�ｸ5鋳�

･水を素材にした学習の設定は季 ��ｹ�y]8�yﾒ�謄hﾈ��ｳｦﾈﾈ��

節的に子供たちの興味.関心に基 �(齷Zｨ,X+X.X*H,h+x.�:)*�,ﾈﾕ��/�5�8��ｸ5�,�:)��8/�mｨ�8,XｭH��*h+�,�:(ﾕ��

づいている. ��,ﾈ�ｨ�,Y(Y�h*h.�2�

･自由に変化する水の性質は,千 ��ｹvｨﾔ粨���2��ﾉ|ﾒ�謄8ﾈ��ｳ｣(ﾈ��

供たちの心をとらえ子摸たちの行 �(訷輾,ﾈﾔ�+��ｸ/�ﾘ(-�.�:)o��倬h/�ﾈ�-�,H暮:�/�:)Nﾉi��鞜J:(昆:�/�齷Zｨ,Z2�

動をより主体的.創造的にする. ��ｸ5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x92�謄Xﾈ��ｳ｣�ﾈ��

･水遊びは子供たちの心を和らげ. �(+�.ｨ,ﾘ巉,��*h.肌(*�*�.ﾘ.�,兒�.ｨ.�:)6�.ﾘ.�.(+x*(ﾋ駢H,Z2�

開放感を呼び起こし,子供にとつ 宙�ﾙuﾘ恫ｨ�:竏x踏ｦ���ﾓｦﾆﾈﾈ��

て安心して自由に自分を表現でき �)uh-�,ﾈ8ﾈ7��ｸ6x8ｨ�ｸ,ﾈｦy�Z:(ﾔH*ｸ,疫h-�/�ﾊ儻H*�.�:(+(,�+�uh-�/�+x.�2�

る○ ��ｸ��檠�ｲ頷y&8�����謄Xﾈ��ｳ｣(ﾈ��

･遊びを通して,教師や友達との �)ｧﾘ*ｸｧﾈ*�,��+h,H�&8����:(�顏�*ｨ��.�+X,H�&8����:)o���/��8�+X,Hﾗ9:�2�

かかわりの度合いを高めることが ��ｹ�Xｼi�hｨｈx逃ﾈﾈ�｣�ﾈ��

できる �)]�WH*�.h*H*�,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,Y]�WH*�.�2�

･様々な素材と組み合わせること で,いろいろな感触を感じたり遊 びを選択したりする場面を意図的 に設定できる｡ 處ﾈ司h�,仆8孜4�6ｨ�ｸ5�,ﾉ�H,Rﾈ,x,ﾉ|ﾈ刺,�4X4x486x/��

置くかという傾向を見たoさらに教育的ニーズの具体的 

な内容をチェックした. 

学部で大切iこしたい.こと】＼/､. 

･単元を通して水を中心とした学習活動の構成-意義.価値よりダイナミックな遊びに没 

･砂場や築山で感触遊びを中心にした自分の好きな遊び頭できるようiこしたい 

･教師を中心としなから.藻々な道具や友達とかかわる遊び �8日墓室8888 

U 
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【全体指導計画】

授業ミーティングH.Ⅲ 

ミーティングHでは,主に学級において,実態を踏まえた個人目標と全体目標の設定,指導計画

をより具体的な形にし,支援についても確認した｡下記に小学部3組の計画を示す｡

主な学習活動 偃越x,B韈�r�

○更衣をするo 啜8髦,ﾙ�X-h,ﾈｻ�Wﾉ�8/�鰄+�.�(/�麌+x,ﾈ,Rﾉ�X-h,ﾉ.�(/���.x+�.�+ﾘ-�,鎚�-�,ﾙNHｧ)4��

○好きなコーナーで遊ぶ. �,ｨ.ｨ.�+�,h*ｨ晴,�*(�ｨ�,X,ﾉuh-��7ｨ�ｸ5�.(+h.X*H.ｸ,�,x/�諄,�+ﾙuh-�.(5h887ｸ98ｼｩuh-�,��

･流れるコーナー �,r�,冰X*H�ｲ�

･わき出すコーナー 啜(髦,ﾘｫHｦ�h-�,ﾉ&丶ｸ,�,ﾈ,Yd�.)�X,ﾈｫI�x/��Zｨｧ�+X-�.�.h*H,唔d�,ﾉ?ﾈ,�+ﾘ抦7h�ｸ8ｲ�

･落ちる,たまるコーナー �/���OX+X+ﾘ.な抦7h�ｸ8ｸ*�.yd�/�戊-x.�.h*H,�6�5�68/���OX+X+ﾘ.�+x.薬�

･泡のコーナー 啜H髦,ﾙ(ﾘ�95ﾘｼ��ｸ*ｨｺﾘ*(,ﾈ,Rﾈ齷Zｨ,ﾈﾔH*ｸ,疫h-�/�ｧ�+X-�.�.h*H,鎚*(.ｸ*(.ｸ,�;仞�/�/��

○片付ける. 俾h+X+ﾘ.綾8踪*ｨ耳�,冰h-H+�,h/�ﾄｨ.云H+X+ﾘ.�+x.��ｲ�
∴｢ー下,禾∵∴. 啜�髦,ﾘｫHｦ�h-�,ﾉ&丶ｸ,�,ﾈ,Rﾈ�-�,亅I�yuh-�,ﾈ5(�ｸ6��ｸ,俎8*ﾘ.h*H,冰X*B�+ｸ+X,BﾈﾔB�

Lぐ.i-汚 �*ｸ,疫h-�/�����+X,Iuh-�ﾙ�/�,X*(.�,h*ｸ,�,ﾒﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,ﾘ+X,�*(�ｲ�

蓋饗,gil..,..--逮 啜X髦,ﾘ5h887ｸ98ｼｩuh-�.(5h888��ｹuh-�,�,x,ﾘﾔH/�,X+x.�,ﾈ,Rﾈｻ8踪,h耳�,冰h-�,�*ｨ.x鶯�第に友達を誘ったり友達の中に教師と一緒に入ったりするo 

氏 名 佗h枌�們��以ｸ悗�

目標 偃越x,B�表 倡�ｹ�,ﾈｨ�:�.)Kﾘ吮�手立てについて 

A 儘H*ｸ,��hﾝ�.)uh-�_ｸ/��ウオータースライダーな ��ｲ�スライダーは誘いに応 �5h887ｸ98ｼｨ.)d�,�,x,ﾘ齪.xｻ2�
見付け,教師や友達と楽 �,x齷�(,�*�*�.ﾘ.ｨ,Iuh-�/���+h,I�H��ｨｨ,(+ﾘ*ｨ齪.yub�師に誘い掛ける様子も見ら 

しむことができる○ 仄Itﾈ,X*ｸ.�.�,ﾈ,冰X*H�ｲ��-Ivﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ,�*�,�+ﾖR�ね,より感触遊びの必要性を 感じた｡ 

ら C 儘H*ｸ,悪I�x,ﾉuh-�/�齟�泡や水などの感触を一緒 ����ｲ�小プールに入って水の 傅ﾈ7h�ｸ8ｸ*�.yz8.ｨ.�+�,h*ｨ,��
分で見付け,十分に楽し �,乂�+X-�.h*H,�*�*�.ﾘ.停��X-h,ﾉ.�(/���.x+�.�+ﾒ�亢9�(+�.h+8/�ｫH+h,�*ｨ.r�かっだので教師が一緒に遊び 

むことができる○ ホースやじょうろなど 劔ti$(,ﾉvﾈ��/�-ﾘ,H*(+ﾖR�齪.x+ﾘ.x*(.(7(6ｨ�ｸ8ｲ�ながら道具を提供する必要あ りo ビニールシートプールに入る 

の道具を使って水遊びを �-�,鎚�-�,ﾙNHｧ)4�,ｨ.ｨ,���7h�ｸ8ｸ,ﾈ*�9(,偃��ｸ,X*��ことができたoホースを引い 

楽しむことができる. �*(�ｨ�,X,ﾉuh-�,冰X*F���*�.ﾘ.��X+X-H*ｸ/��8+�+ﾖ��て一緒に遊ぶo 

※　⑥:達成できた　○:おおむね達成できた　△:達成できなかった　　　　　　平成14年7月3日授業記録より(抜粋)
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このように,個別の目標と手立ての評価をしながら次の時間に生かすようにした｡そして,このよ

うな記録を蓄積したものを基に単元反省(評価)をし,次単元や次年度の単元に生した｡

次に,個別の目標に対する支援がどのように変わってきたか, C児を例に挙げて見ていく｡

※　表中の_は次時に生かす要因=は生かしたこと

<C児の単元目標> 

○好きな遊びに熱中して遊ぶことができる. 

○友達や教師の遊ぶ様子を見たり,誘いに応じたりして遊ぶことができる○ 

7月1日月曜日 度ﾈ紵?ｩm益ｩ?｢�7月19日火曜日 度ﾈ���?ｩ�Yvｩ?｢�

ぬるま湯の入ったたらいに 舒x,��X*ｨｧﾈ*�.x,�*(.h*B�教師と一緒に泡をf-くきん �7(6ｨ�ｸ8ｸ5h�ｸ6x7h�ｸ8ｸ-ﾈ,R�

入り.教師から腕や肩などに �,帝d�/�?ﾈ.ｨ+ﾘ+ﾘ.x*(/����堕⊇;⊆楽しんだ○その泡をビ �7ｨ�ｸ5�/�処*(,B�+ﾉ�ｩd�ﾞﾈ.��

湯を掛けてもらう活動は,安 ���+x.�,id�/�5ﾈ7H6x4�8｢ﾒ�ニールシートプールに運ぶと �/�+X+ﾖ�8踪,h耳�,囘�uh-��

心して楽しむことができた �8�,侈凛x,H,I�(+X+ﾘ.綾8蹌�ビニールシートプールに五入 �/�ｧ�+X-�+ﾘ�ｸ-ﾈ+ﾒﾈﾔﾈ*(�ｨ��

那.顔に水や湯が掛かるとと �,ﾉ�ﾈ,儻H*�+ﾙ'(4y�r�主ことができたo友達の遊ぶ �,X,ﾉd�uh-�/�+X+ﾘ+ﾘ-����

ても査重婚策壬が見られ ���/�¥�9ux.�+X+ﾚ�d�/��様子にも意識が向くようにし �+X,H*ｸ+ﾘﾟ(ﾋH,h耳��+�z�-X+��

た○ 俶x,�+ﾙuh-�,ﾈｦy�X/��ﾘ.停�たいo �,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ��

【意欲的に活動するための支援】

師のかかわりについて

子供たちが安心して活動できるように教師が子供と共に活動し,共感したり子供たちを活動に

誘い入れたりしながら,子供たちの遊びに｢かき氷みたいだね｣ ｢水のベッドみたいだね｣など意

味付けをしていった｡また,遊びの雰囲気を盛り上げるために｢楽しいね｣ ｢おもしろいね｣ ｢先

生もやってみようかな｣ ｢またしたいね｣などの言葉掛けも積極的にするようにした｡

することが分かるために

活動の始まりと終わりを明確にするために,学習の始まりと終わりの集合場所にカラーマット

を敷いたり,活動の始まりの合図としてBGMを流したりした｡さらに｢おかたづけ｣の曲を合

図に片付けを促し,学習の終わりを予告できるようにした｡また活動エリアを分け, ｢流れる｣ ｢わ

き出す｣ ｢たまる｣ ｢滑る｣などの活動内容が一目で分かるようにし,様々な道具を収納する場所

を決めて,子供たちが必要なときに自由に使えるように視覚的にも分かりやすい環境構成の工夫

もした｡

柿,教具,場の設定について

子供たちの関心を引き一人一人に応じた教材･教具を準鰭するという観点から,氷やお湯など

水を様々な形体に変化させたり寒天で固めたものなどいろいろな物と混ぜたりした｡また場の設

定では,プレイヤード全体を使って活動エリアを設け子供たちが自由にそしてダイナミックに活

動できるようにした｡

授業ミーティングⅢ (単元反省)

本単元では,総じて子供たちが学習を楽しみにし,一人一人の目標も｢達成できた｣ ｢おおむね達

成できた｣が大部分を占めた｡そしてわたしたちの支援も大体よかったと評価できた｡このような

ことから･ ･ ･

｢単元の意義･価櫨を考えたと5,次年度も同じような単元構成ができる｣ ｢子供たちができるだ

け少ない支援で活動できるような環境構成が必要である｣ということを確認できた｡
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単元名｢なかまの家にとまろうⅡ｣

○　期　間:9月17日～10月21日　　総時数51時間

○　学習に対する見通しと,かかわりの広がりや身辺処理の向上を主なねらいとした単元｡

授業ミーティングI

単元の意義.価値 仆8孜4�6ｨ�ｸ5�,ﾈ�5�ｲ曳ｹ%�ﾋ8,X+�+ﾘ*h.仆8孜4�6ｨ�ｸ5鋳�

･親元を離れて教師や友達と宿泊する ��ｹ�y]8�yﾒ��ﾓ｣3Hﾈ��ｳ｣Xﾈ��

ことにより,教師や友達との信頼関係 �)D��8/�ｫH+h,H6x488ﾈ-hﾗ8*ﾚ:)G(+�,(,ﾈ自��,ﾈﾗ9:�/�+x.�:(ﾕ��,ﾈ自��,ﾈﾗ9:�2�

や子供たちの心理的自立心を高めるこ �(ﾄ8,ﾈﾛh燃ﾈ笹Y�,ﾉ��::)�旭ﾘ/�鰄,�,I��-x.�2�

とができる〇 ･身辺処理や遊び,調理などの様々な ��ｸｨ�粨���2��ﾉ|ﾒ�逃ﾆ���ｳ｣(ﾈ��

｢移動を自分でする｣｢前を見て歩行する｣｢ボタン掛け(手指の動作)｣｢身体模 

徹をする｣｢言葉掛けでたくさん食べる｣ 

活動を設定することで,一人一人の子 ��ｸ5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x92�謄�Hﾈ��Xﾈ��

供の課題に迫ることができる. ･調理活動については,結果が見えや �)?ｨ/�ﾊ�.��x.ｨ.�9�+X,I(ﾘ�8ｪｸｴ�:(尸�ｩlﾙ^ﾒ���ｨ/�Kｨ*H5H4898ｭﾈ-笞:(ｻ8踪,��

助けを求める(～かない)｣｢簡単な指示に応じる｣｢あいさつをする｣ 

○言語.数量(㊨:13件○:3件) 

すく達成感や成就感を味わいやすい｡ 領域毎に教育的ニーズの数で, �(齷Zｨ,ﾈﾜ���.(鰄+��/�kﾉ��4ｨ�ｸ6�,YKｹ¥ｨ+x.�2�

○余暇活動(㊨:11件○:8件) 

｢大人を介した遊びの拡大｣｢好きな遊びを見付けて遊ぶ｣｢ごっこ遊びをする｣｢戸 

外遊びのレパトリーの弦大｣ 

○社会性.集団参加(◎:18件○:4件) 

との領域にウエイトを置くかとい �(ｻ8踪,h耳�,乖�:�,伜���+x.�:)ti$(,ﾉ��,YJﾙUﾈ+x.�:(�MH.(ﾏ�罫ﾉ;�,(,�,r�

う傾向を見て,さらに教育的ニー �,ﾈ*ｸ-ﾈ.�:(鳧ﾇh/�ﾊ�,�*�.xﾗ9:�+x.�:)ti$(,h訷,(,�*ﾈ,X昆:�+x.�:(�顏�*ｨ��.��

ズの具体的な内容をチェックした �+X,H�&8����+x.�:)mｩ4�,ﾈ�ｨ�,俾兒ｨ,Xﾗ8*ﾚ2�

もの ��ｸ彿.ｹ�hｨｈx謄�(ﾈ��Xﾈ��

｢決まった場所で食べる｣｢靴やスリッパをそろえる｣｢皿洗いなどの手伝いをす 

る｣｢配膳をする｣ 

○地域生活(㊨:12件○:4件) 

｢品物を探し,かごに入れる｣｢道路の端を歩く｣｢買い物での一連の行動の確立｣ 

｢スケジュールやカレンダーを利用して見通しを持つ｣ 

○職業生活(◎:2件○:1件) 

｢片付け後始末をする｣ 

学部で大切にし姉と】＼/ 
･循泊に対する期待感を高め,不安感への配慮をする-みんなで遊ぶ活動 剏ｩ通しを持てる活動の 中でも身辺処理を大切 にしたい 

･ゆとりのある計画で,身辺処理など自分で取り組もうとする姿勢を大切 

に一個人目標の達成や課題解決を目指し学級での活動にウエイトを 

U 
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【全体指導計画】

授業ミーティングⅡ〃Ⅲ

ミーティングHでは,主に各学級において,実態と踏まえた個人目標と全体目標の設定と指導計

画をより具体的な形にし,支援についても確認していった｡下記に小学郡2組の計画を示す｡

主　な　学　習　活　動 手　立　て･支　援

○　なかまの家に持って行く

物を調べる｡

○　なかまの家で遊ぶ(道具

づくりも含む)｡

･運動場の築山を中心と

して忍者遊びをする｡

･忍者遊びに使う道具を

つくる｡

○　材料を買ってサンドイッ

チを作る｡

○　お弁当を買って公園で食

べる｡

道具を絵カードや文字カードを使って一つ一つ確認できるようにする(J児は文字カード

とし,それ以外の子供は絵カードと使用する)｡

バックを置く場所を限定し. G児とH児は教師と一緒に出す｡

子供たちが慣れ親しんでいる段ボールを使って.忍者の隠れ家などを作るようにする(N

児は教師の作った見本を見て一人で作る. F児, I児, G児はしばらく遊んでから教師の演

宗や励ましを受けながら作る. Rl即ま教師の励ましや教師が道具を一緒に持つなどの身体的

支援を受けながら教師と一緒に作る)｡

写真カードや絵カード.文字カードを使って買う材料が分かるようにする(J児は文字カ

ードに個数まで記したもの. I児. G児は絵カード, F児は写真カード, H児は実物のパッ

ケージを使用する)｡

J児は手順カードを見て一人で作る, F児は一度教師としてから一人で作る. I児. G児.

H児は一つずつ手順を追って教師と一緒に作り徐々に支援の度合いを減らしていく｡

F児とG児を中心にH児やN児をボールなどを介したやり取り遊びを設定する｡ H児は教

師と一緒にゆっくり過ごし,晴緒の安定を図る｡

【授業評価】

ここでは,買い物活動におけるF児の評価と次時の支援についてその一部を紹介する｡
i ※表中の_は次時に生かす要因壬は生かしたこと

<D児の単元目標> 

0-人でレジに並び.品物とお金を渡し,品物とお釣りを受け取ることができる. 

9月25日水曜日 ���ﾈ��?ｨ憺vｩ?｢�10月7日月曜日 ���ﾈ���?ｨｾ�vｩ?｢�

買う品物を絵カードで提元 兢�9h/�H8*H+�,h/�､x4ｨ�ｲ�｢並んでてね｣で並べた○ 俥�Wｨ,ﾈ7H4�5�6�ｩYIZｨ,�4ﾂ�

すると.教師と一緒に探し. �6�,X麌+x,h自�ﾈ,XﾔH*ｸ,云��支払いは言葉掛けが必要.｢お 坪7ｨ8ｸ5��ｸ/�WH*�+ﾘ+�,h,X､｢�

かごに入れることができた○ �9h/�����+X,H*�+(,�?ﾈ.｢ﾂ�金と白い紙をもらってねーの �*ｸ.(+x*ﾘ,�.ゅS��苓ﾖH旆�

教師や友達の様子を見てレジ �$ｸﾄ篳*粟��,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*��言葉掛けでおつりを受け取る ��hx/�?ﾈ.ｨ,H*�*ﾘ+�,h,R�5��

に並んでいたが｢K君お金は｣ �,X迚ZX*(*ｨ,X*ｸ+ﾖ�;h�ｹ%R�ことに注意を向けたo駆 �8��ｸ5�,偃h.因�+X,I5�X,�6��

の三愛堕せ塑萱だった○ �()���i¥x隧f�-�,ﾙ.�*"��らお金の出し入れに課題○ �+x+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ��
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【意欲的に活動するための支援】

教師のかかわりについて
一人一人の子供が考えながら活動できるように｢○○君,次は何をするの｣ ｢どんなにするの｣

などの言葉掛けをし,日程表や手順表を指差しながら考える間をとるようにした｡また,子供た

ちが安心､して遊ぶことができるように｢楽しいね｣ ｢一緒にしようか｣などの言葉掛けをし,子供

の気持ちに共感するようなかかわりをした｡さらに,子供たちが自信を持つことができるように,

子供の行動を認めたり励ましたり称賛したりするなどその行動に寄り添うようなかかわりをした｡

することが分かるために

単元全体の学習活動の構成を大きな活動のまとまりで構成(公園へ出掛ける,遊ぶ,調理活動

をする)し,繰り返し取り組むことで子供の意識が途切れないようにした｡視覚的な支援として

は,当日の日程表以外に,写真カードや文字カードを使った学習計画表(カレンダー)を作成し,

毎日教室に掲示するようにした｡そして,毎日の学習が終わると○印を付けて次の学習は何かが

分かるようにした｡また調理活動では,次に何をすればよいかが分かるように,調理の手順を写

真カードで示し,確認しながら活動するようにした｡

教材･教具,場の設定について

テーマソング｢なかまの家にいこう｣を日常的に歌って学習に対する期待感を高めるようにし

た｡また,遊ぶ活動については,築山での｢忍者遊び｣を設定し,子供たちは忍者服や新聞紙の

刺,紙手裏剣を準備したり,忍者のとりでを作ったりして子供たちの意欲を高めるような工夫を

した｡さらに,宿泊当日は,自分の荷物が分かり,できるだけ少ない支援で道具の出し入れや更

衣ができるように,一人一人の子供の荷物置き場を区切り,明確にした｡

授業ミーティングⅢ (単元反省)

本単元では,大部分の子供たちが目標を達成することができたが,支援の手立てに工夫の余地が

あった｡調理活動は,実施回数も内容も充実していたが,反面,荷物の整理や衣服の着脱,入浴,

洗面など身辺処理面にもう少し力点を置きたい｡

以上のようなことから,来年度の｢なかまの家にとまろう｣の単元においては,身辺処理にウェ

イトを置くとともに,より｢すること｣が分かりやすいような支援や教材･教具や場の設定の工夫

を考えていきたいことを確認できた｡

生活単元学習の授業づくりについて実践から分かったこと

○全体を通して同様の活動で構成する単元では,一人一人の目標達成に向けて次構成はせず 

に,繰り返しの学習が大切である○また,様々が言動で構成する単元では,活動毎にまとめ 

て取り組めるようにすることが大切である○ 

○個別の指導計画との関連においては,関連表を墓にして単元の中で活動を絞り込んで教育 

的ニーズにこたえるようにすれば,生かしやすい○ 

○授業ミーティングの設定は,担当者間で子供の目標達成のために支援の手立てを中,削こ簡 

単なメモや日常の会話等で共通理解していくことで,効率的に進められる○ 

○子供たちが意欲的に活動するためには,子供たちの気持ちや行動に寄り添うようなかかわ 

りや子供たちがすることが分かるような手立てや教材.教具,場の設定の工夫が必要である○ 

文責:山下　英一
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(2)算数科での実践

受業ミーティングI

算数の指導計画や基本的な考え方,個別の指導計画,及び児童の

実態を踏まえて次のような点を踏まえミーティングを行っていった｡

○　学期当初では,初めての午後の学習を経験する子供が3名いることから,

国語や算数を学習することへの見通しを持たせる必要がある｡

0　言語表出や理解,数概念の実態,行動調整の課題,文字への理解や関心な

どの点から見ていくと個人差があり,概念形成以前の子操から,概念形成を

課題とする子供までいる｡従って,個別的対応が予想される｡

〇　千僕自身が学習活動を意味あるものとしてとらえることができるために生

活に結び付きやすくすることを大切にしたい｡

以上のような点を踏まえて,

･児童の実態と教育的ニーズを踏まえた学習活動の選択

･グループ全体の活動と個別に取り組む活動の設定

･学習の流れを分かりやすくする工夫

などを大切にして実践を進めることにした｡

4-7月のl学期の大まかな

進め方として

①学習グループや時間に慣れ

ること(4-5月)

②学習の流れを作り,憤れる

こと(5-6月)

③個々に応じた課題設定と実

践を行うこと(7月)

という段階を考え,合わや

て,個々の実態と課題把握を

詳細に行うため,個別担当を

決めていった｡

わたしたちは,算数科として,数概念の形成を促す段階というよりも,遊びや個別での課題を通し

て,具体物として身近な物を扱ったり,数字に親しんだりすることをねらって,取り組んでいきたい

と考え,年間でも,並べる,分ける､比べる, 1対1対応などの操作活動を中心にしていくように題材

を考えてみた｡また,子供の実態や状態を見極めながら,柔軟な計画と継続した指導ができるように,

授業の後半部分には個別に対応すべくグループの活動を設定していくことにした｡

このようなことから,学習活動の流れを,指遊び⇒全体活動⇒グループ別活動(個別の指導)とした

ところ,各活動のまとまりを1 0-I 5分程度で設定できるので,集中が持続しにくい子供たちも取

り組みやすくなると考えた｡

本グループにおける各児童の教育的ニーズ(個別の指導計画から)

A ��H鬨.)�H,�,ﾘｭi�8*ｩk8*"�

B 丶x4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,H鳧ｭHｨH4ｨ�ｲ�

ドを張る. 

C ��ﾘ7bﾄ穎(壺ﾅH8ぺ,�,x,ﾈ���4｢�

-ドを用いてほしい物を伝える○ 

D 豫�%�,育x麌/�[x*(,Bﾈ呵+h.�+�,h*ｨ,R�

きるo(視覚-運動課題,知覚運動) 

ら �7�5�8ｲﾈﾅ�,ﾘ-�,ﾘ+8-ﾘ,�,x,ﾈ6h5�4��ワークにより,目と手の協応動作,注視 

刀,集中力を高めることができる. 

ド 們ｩ��4ｨ�ｸ6�.(､x4ｨ�ｸ6�/�ﾊ�,Bﾈ輾麌+2�れたものを指差しすることができる○ 

指示を聞いて行動ができる. 

受業ミーティングⅡ"Ⅲ

｢並べてみよう,選んでみよう｣

対象児童

指導者

本グループで､分かりやすい活動にし 

た点は以下のようにまとめられる. 

･活動の場面と内容を対応させる○ 

･子供が物を操作して結果の伝わり 

やすい活動内容にするo 

･繰り返しと継続を基本とする｡ 

全体活動における個別化

個別活動における基礎的な学習の充実

学習体制の確立

小学部国語算数Åグループ　男子4名女子2名計6名
l

中村周一郎,宮脇美峰,前園孝哉
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過程 偃X,逢x�ｨ�:��指導上の留意点 儖Xﾖﾂ�

導入 (10) ��轌uh-�/�+x.停�･数字に関する指遊びをしながら, �-�*�,H4｢�･ばちがさした �+�.ｨ*�.x蟀�H,ﾈｧx�,�?ﾈ.�+�,h/��2�

･lぴきの野ねずみ 俾�H*�.��ｲ�

･たこやき(lと5で) 唳���,��*ｹ��*ｸ���4ｨ�ｸ6�/�/�鹵�

2_本時の学習について知る �+X,I:�+hｧx�,X*�.�+�,h/�6�*h.薬�

ーカードをえらぽうー �-ド 

展開 (25) �8���4ｨ�ｸ6�/�諄,�,Bﾉ��/�,XﾙYL(,�*8,�+ﾘ.な竧,"�･写真カードは各学級で使い慣れた 們ｩ��4ｨ�ｲ�

て渡したりする活動をする. 兒�/�諍w�+Rﾉ���ｸ,h,�.冲i$(,h自'b�ド 写真カー 
･8人の中から本グループの6人を選ぶ〇一B児 �+X.(+x*(.h*H,�+x.停�

･6人の中から本グループの3人を選ぶ0-A児 唸ｨ�:�,ﾈ覈_ｸ*ｩZｨ*�.xｫ8*(�ｨﾘx,ﾒﾂ�

･2枚の中から本グループの人を選ぶ.TC児 �����闊/�ﾋ�.x+X+ﾘ.な���4ｨ�ｸ6�/��ド置き版 型はめ板 

･目の前にいる人を2人の中から選ぶ-D児 偃h.�+�,h/��8+x,�,x,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/�ﾗ2�

･目の前にいる人を2人の中から選ぶ.-B児 �,�,(+ﾘ.�+x.�+�,h,Rﾈ竧.��x-ﾘ.(+r�

･目の前の人を2人の中から選ぶ.-F児 �*(.h*H,�+x.��ｲ�

4グループ別の学習をする. 唳�ﾈ,ﾉti$(*ｨﾗ8,�,H*(.�,h*ｸ,篳,R�

一〇△口グループ～ �*ｸ.侘�.位�.�.h*H,倡xﾛx+X,�,x,Y�2�色板 積み木な 

･提示したカードと同じ物を選び出す.-B,C児 �+x.h*H,�+x.��ｲ�

･同じ種類のカードで分類する.-A児 唸+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ4�8ｸ�ｸ7h,ﾈ見'X,�ｩ:��

～型はめグループ～ �+X,H*�.rﾈｨ�:�,�?ﾈ.停�ど 

･○△口の形と色により弁別する.-D児 唸ﾌ)¥ｩ4�,��陌�+x.��ｨﾘrﾈｻ8踪*ｨ*��

･穴の空いた色板を並んでいる順番に棒やひもに通 �*�.ﾘ.�-ﾈ,X鳧ｭH*ｨ*�.倬�;h,ﾘ齷Zｨ,R�

す0-E児 �.�竧.��x-�+ｸ*H,慰H*ｸ,葵�:�/���OR�
･積み木を積んだり,カードを枠に一つずつ入れた �+X+ﾘ.に�ﾈ,ﾉti$(,ﾈｨ�:�/�ﾊ�.�.h*B�

りする〇一F児 �,��8+X+ﾘ.�+x.��ｲ�

終末 (5) 店�.ﾘ.�,ﾈ*�*(+8,(/�+x.乏�･一人一人の取り組んだことを確認 し,次時も同様の活動であることを 知らせる○ ��

氏名 侘)�ﾉmｩUr�授業記録より子供の反応や行動 儷ﾘ幵�

A 唸���4ｨ�ｸ6�/�.h*ﾘﾊ�,Bﾈ輾麌,偖ﾘ,�,I*2�写真カードはよく見ていたが,選択の意味が理解 ��ｲ�x��ることができる○ �,X*ｸ+�,痛y�*ｸ訷,仗�*(.�,ﾈ/�(i�8,偃h,�,H*(+ﾘ�ｲ�
･○△口の同じ種類のカードで分類するこ 兒ｩ}�,�,(*(,H,ﾒﾈ+ｸ,ﾉ_ｹd�/�yﾘ��+X,H*�.�.h*ﾘ,X*ｲ�,H*(+ﾒ��

とができる. 

B 唸ｻ8踪,ﾉn)��/�yﾘ��+X,H齷Zｨ,X���4ｨ�ｸ6��写真カードと本人をよく対応させており,問題も ���x��を譲ることができる○ 凉ﾘ��+X,I4ｹ��,�*8.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ��
･教師の示した同じ種類のカードを選択す 店顥}�,ﾈﾆ�,ﾉZｩ}�,�,(*(,Bﾈ.h*ﾘﾊ�,H竧.��x-�+��

ることができる｡ �,h*ｨ,X*ｸ,H*(+ﾖ��

C 唸ｻ8��,ﾈ輾ﾛx+X.(輾麌/�[x*(,H齷Zｨ,X����カードを見て名前は言えるが,｢このグループにい ��ｲ��ｲ�カードを選ぶことができるo �.��ﾊ8,ﾉyﾘ��*ｩ>�+X*�,(+ﾖ��
･○△口の同じ形の種類のカードを選択す ��ｸ�(ﾏｸ,�,(*(,H,ﾙyﾘ��+X,H*(.�*｢ﾉZｩ}�+x.俤ｸ,ﾒ�

ることができる. 仆8踪,ﾈﾜ8+X/�wh+X+ﾒ��

D 唳mｨ,ﾉ��,�*(.�)�ﾈ,ﾉ(h*�.xｻ8踪,ﾈ輾麌+R�名前に応じた写真カードを取ることができ,自分 ��ｲ�x��た友達を選ぶことができるo �,Y*8.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ��
･○△口の同じ形の種類のカードを選択し �(xｭIZｨ*�,ﾒﾈﾊ冏ｸﾘ�*ｨ*�.�,hｦﾘ��,RﾈｭH��,(,H.��

たり.伸聞分けをしたりすることができる. 做9�8,X*ｸ+ﾚ��

ら 唸ｻ8踪,h耳�,津)hx,ﾈ4ｨ�ｸ6�*�.rﾈ.h*ﾒ�カードを選ぶという課題を理解できずに,また恥 ����ｲ�知っている友達のカードを選び,渡すこと �+�*�+X+8.�*�,�,Bﾈﾗ9:�,�ｨ+X,�*ﾘ*�,(+ﾖ��

ができる. �(顥}�,ﾈ7�4�x+X/�ﾃyZｩ/i7稲h.��x-�+�,h*ｨ,R�
･型はめやペグ差しを,教師と一緒に5分 以上取り組むことができるo �*ｸ+ﾒ��

F 唸ｻ8踪,ﾈ辷�/��8*����4ｨ�ｸ6�/�mｩ4�,ﾂ�写真カードの友達は意識しているが,渡すという ��"��ｲ�人に渡すことができる. �+�,h*ｨ,X*ｸ+�,鎚ｻ8踪,ﾉ�y�ﾉ4倡�x/�wh+X+ﾒ鞋����
･2-6の升に,積み木などを一つずつ 入れる課題に慣れるo �,�,(*(,Bﾈ��ﾝｸ諄*Hｨ�:�,偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ��
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【授業における支援についての評価】

内面に鋤き掛ける点から

･指遊びは,子供たちも関心が高く,算数の学習が始まるための準備体制や期待感を高めるもの

として有効であった｡

･写真カードは扱いやすく,また,日常使い慣れているため,教材として用いることは子供にと

って安心感があった｡

･教師も子供も全員で,課題に取り組んでいる子供を見守り,できたときみんなで称賛し合うこ

とに関心を持ってきた｡

活動自体を工夫する点から

･指遊び-全体活動-グループ活動(個別指導)という流れが定着してきた｡それぞれの活動が

10分一15分であり,見通しを持ちやすいものだった｡

･写真カードは,選ぶ-取る-振るという単純な活動で,日常的にも慣れている活動だったので

分かりやすかった｡

･個別の課題は,継続して取り組んできて,子供たちも｢何をすればよいか｣が分かってきたと

ともに,教具の抜いにも慣れ,活動が分かりやすいものになった｡

受業ミーティングⅢ

おける授業研究で分かってきたこと

この実践授業を基に,学部において授業作りや授業評価等について話し合い,分かってきた点を以

下にまとめておく｡

○　授業づくりにおいて

･算数科において,現在の個別の指導計画の生かし方は生活単元学習とは多少異なるo子供に 

よっては関連性が低い場合もあるo従って,関連表の作成の考え方が問題となる○ 
･授業担当者がそれぞれ別々の学級担任なので,ミーティングの時間設定が難しいo 

･指導内容の系統性がはっきりしており,また子供たち一人一人の課題が異なる教科別の指導 

については,活動内容の集団化よりも,個別化の考え方が重視される. 
･個々のレベルでの取組と評価はしやすい反面,継続重視の考え方でいくと,学習活動は大き 

く変更できない. 

○　教師の支援について

･具体的な支援の程度については,担当を決めたほうがよいが,支援の共通性が持ちにくかつ 

た○ 

･子供の関心を高めるためにも新奇性や扱いやすさなどを考慮した教具の工夫が更に必要であ 

るo 

･子供の内面への働き掛けとして,その時々の感情や体調を考慮する必要がある｡ 

【次回への改善点】

･写真カードを選択する場面での｢選択の段階｣を細かく考える｡

見本と同じ物の｢選択一二者(≡)択一｣, ｢複数からの同一物の選択｣ , ｢グループでゐ仲間分け｣

等｡

･　カードを選択したことがどのような意味を持つか,課題設定の面でとらえ直してみる｡

･言語による支援だけでなぐ　指差し等の｢見ること｣を意識した支援の在り方を試行してみる

･個別指導における教具の工夫と改善を継続して行う｡
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材名　　　｢数えてみよう｣

対象児童小学部国語算数Aグループ男子4名女子2名計6名実施日平成14年11月6日水曜日3校時

受業ミーティングI

○　題材について～授業ミーティングから～

前題材の取組の成果と反省点を生かして一

･数概念の形成につながる操作的な活動や指差しなどの見る活動を重視して,繰り返し行ってい

くことが大切である｡

･歌遊び-全体指導-グループ指導の流れは定着してきているので継続して行う｡

･全体指導でも子供のペースによって,徐々に課題に取り組ませる工夫を行う｡

･　ついたてを利用して,グループ指導がしやすい環境作りを行う｡

･　全体と個別の目標設定を具体化して取り組む｡

<全体目標>

〇　一人で具体物を指差しながら数えたり,教師や友達の数唱に合わせて具体物を指差したりする

ことができるようにする｡

○　具体物を数える活動や歌遊びを通して,数や数唱に興味を持つことができるようにする｡

受業ミーティングⅡ･Ⅲ

本時の学習(5/1 6)

全体目標

実

○　具体物を1個,あるいは3個ずつ配ったり,具体物を指差しながら数を数えたり,教師や友達

の数唱に合わせて具体物を指差したりすることができる｡

○　具体物を数える活動や歌遊びを通して,数や数唱に興味を持つことができる｡

際

主な学習活動 倡y;��8,ﾈｻｨﾉｹ5��

鷲 入 ��慄uh-�/�+x.��ｲ�･歌遊びを通して,楽しみながら数唱や量感に触れるよう,歌遊びの指の動作をよく見 

2はじめのあいさつをするo �*h.�.h*H,俾h+X+ﾘ.な､x,i�H/���*(+ﾘ4ｨ�ｸ6�/�/�麌+X+ﾘ.�+x.��ｲ�

3本時の学習について知る○ 唸-�*�,H4ｨ�ｸ6�.)Kﾈｾ��ﾉZ�/�麌+X,�*ｨ.rﾈ*(.ｸ*(.ｸ,粟��ﾉZ�,ﾉ�H/�ｻ8*h.乂x�/�+x.�+��

(10) 峯����とを伝えることで,活動に見通しが待てるようにする. 

展 開 的vXｮﾘ,�?ﾈ.ｨ+ﾘ.��H*h+ﾘ.��･見通しを持ちやすいように,どの子供にも｢台に置く-具体物を配る-数える｣とい 

する. �*I:�+izﾈ.ｨ,Xﾗ8*B��

(1)容器を台に置く○ 唳vXｮﾘ/��H,�'X*ﾘﾝｸ,�,ﾒﾉ�H㈱,亅X.ｨ.�.h*H,墜5H*ｩTｸ+��H鬨/��H*h,�*ｨ.y'X*ﾘ.h*B�

(2)具体物を入れるo �,�+x.靖5H,ﾒﾈ��ｹ�+ﾘ+�.�耳�,��H*h.�.h*IuX*(,�*ｨ.rﾄ5H,i:�+h.h*H,��H*h.�.b�

･一つずつ �*H,�+x.��ｲ�

･複数ずつ 唸ﾌ(��*ｩGｨ,�+ﾘ.�,ﾈ/��8醜,Y�H*h,�*ｨ.rﾄ5H*ｩ�H鬨/�麌+X+ﾙ�,�?ﾈ.ｨ.�+�,h,Rﾉ�H鬚�

(3)数える. �-h,ﾈｻｹj�.�鰄,(+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.停�

･指差しながら 啜5H,ﾒﾈ4�8ｸ�ｸ7h,X,ﾈｨ�:�,�,�.�+�,h/�6�*bﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ*ｨｨ�:�+x.弍x,�ｩ:�+x.�.h*B�

5グループで個別の課題を �,�6�*h.貞5H,ﾒﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ�ｨ�,�ｩ:�+X+ﾘ.なｨ�:�+x.弍x,ﾈ�ｨ�*ｩZｨ*�.x,�*(��ｹ��

行う. �*ｨ*(.��ｨﾘx,ﾙuX,�+ﾘ.�+Rﾈ4�8ｸ�ｸ7h,ﾈｨ�:�-h,ﾈ昆:�*ｨ5�8��ｸ5�,俎8*ﾘ.h*H,�,�+x.��ｲ�

(25) 茶�乖�:�+x.弍x,�ｩ:�+x.停�･CTは,D児との活動が終わったらF児と,ST.,はE児との活動が終わったらD児 

(2)それぞれの課題に取り �,hｨ�:�+x.停�

組む○ 售Xﾌ(,ﾉvXｮﾘ,�#�ﾃ"ﾃ:8,i�H*h,�*ｨ.s8ﾌ(+�,(ｾ��ﾉZ�/�?ﾈ.ｨ.�+�,h*ｩZｨ*�.�.h*B�

グループI �,鎚ｻ8踪*ｨ�麌+x.停��ﾄ(髓��

A,B,C児 唸-ﾈ+ﾒﾉGｨ.俤ｸ.)�H*h.俤ｸ,�,ﾒﾈｾ��ﾉZ�/�ﾊ�.�.h*H,倡xﾛx+X,H麌+X+ﾘ.な尨/��+X+ﾘ.��

i..STI �+X,I(ﾘ雕/��8+r邃8髓��

グループⅡ 唸ｻ8踪*ｨ�麌+RﾉGｨ,�+ﾘ.��H*h+ﾘ.�+x.俤ｸ,�,ﾒﾈ訷ﾋ8/�ﾊ�.�.h*H,侏駢Hｧﾈ*�+X+ﾘ.にV��

E児 俚x+X+ﾘ.�+x.��ｲЗ髓��

D児ST., 唸輾ﾛx+X,侘ｹ�,�,H*(.�,h*ｸ,ﾒﾈ耳�,况Xｮﾘ,ﾈ詹��,ﾈｯx/�+ﾘ+ﾘ*ﾘ,�,x+Rﾉ�y�ﾉ4倡榎WF�ﾂ�
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舵 侘)�ﾉmｩUr�子供の行動や反応 儷ﾘ幵�

A 售8ﾌ(,ﾉvXｮﾘ,鎚､x4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.�,��･ほぼ達成できた○ ��ｲ�x��

して具体物を3個ずつ配ることができた ��ﾓX/��H㈱+X,�*ｨ.xｦﾘ��,倡xﾛx+x+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖR�

か.(容器と具体物は同じ条件) 忠Kﾈｾ��ﾉZｒ�
･端から順序よく具体物や半具体物を指 唳Kﾈｾ��ﾉZ�/��H*h,�*ｨ.s8,(+�,(ｻ8踪,�6�+x+�,h*ｨ,R�

差しながら,確実に数唱をすることがで きたか○(1-5) �*ｸ+ﾘ�ｲ�

B 唸ｻ8踪,ﾉ�H㈱,俘x.ﾘ+�,Bﾈｾ��ﾉZ�/�%ｸ*��･教師の数唱に合わせて,また,自分で数唱をしなが ����ｲ�

ら端から順序よく指差しをすることがで �.y%ｸ*�.x��|x*ﾘ輾ﾛx+X/�+X+ﾒ��

きたか.(1-5) 唸ｾ��ﾉZ�/�-ﾈ,h-�,H竧,�,IvXｮﾘ,�?ﾈ.ｨ.h*H,h+X+ﾘ+ﾘ-��
･3個の容器に,3個ずつ具体物や半具 兒��H-ﾈ,h-�,I?ﾈ,�+ﾘ.�+X+ﾖ�ﾌ(+�,)�H*h,�*ｨ.y?ﾈ.｢�

体物を入れることができたか. (容器と具体物は同じ条件) �.倡�x*ｩTｹwh,X*�,�+ﾖ��

C 唸ｾ��ﾉZ�/�%ｸ,ﾉvXｮﾘ*�.x��.h*ﾙGｨ.�+��I-5の数字を手掛かりにして配ることができた. ��ｲ��ｲ�

とができたか. �(ﾘ�8*ｨ+ｸ.ｨ+ｸ*H,�,h*ｸ,ﾘｻ8踪,ﾈ輾ﾛx+X.)�H㈱/�訷ｧﾈ*��
･端から順序よく具体物や半具体物を指 �.�,乖�:�/���*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�

差しながら,数唱と指差しを一致するこ 唸輾ﾛx+X,ﾙ%ｸ*�.x��|x*ﾘ,X*ｸ+�,鎚ｻ8踪,h耳�,�."�

とができたかo(1-5) �.�+ﾈ+X+ﾒ�-ﾈ+ﾙ�H㈱+�*�*ｩ�h,���/�,Rﾈ輾ﾛx+X,h自'b�+x.�+�,h,ﾘ-ﾈ+�>�+X*�,(+ﾒ��

D 唳vXｮﾘ,仞��ﾉZ�/�耳,(+�,)?ﾈ.ｨ.�+�,h*｢�･順序はずれたが,5つの積み木を入れることができ ���x��

できたか○ �+ﾒ��H㈱,ﾙti$(*ｨﾗ8*H,h*ｸ,�,ﾙ�H��[x*�.ｨ+ﾘ*｢ﾈ齷Z｢�
･皿に入れた物を,教師や友達の数唱に �,ﾈ,h*ｸ,ﾘ,X*ｸ,�*�,�+ﾘ�ｸ輾ﾛx+X,ﾘ,X*ｸ+ﾒ��

合わせて見なから指差すことができたかo 唳/�躪+8.ｨ+ﾖﾈ*�.�*(,ﾓ)hx,ﾉ�H鬨4ｨ�ｸ6�/�ﾊ�,�*ｨ.r�

(G)1-5の積み木を枠組みの枠に合わせ ることができたか○ �:�+i�,�7ﾘ6(6�+8+�,H,ﾘ-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ邃蔦b��

ら 唳vXｮﾘ,ﾉ(h,仞��ﾉZ�/�耳,(+�,)?ﾈ.ｨ.�+��･皿を意識して一つずつ入れようとはしていたが,置 ��｢��｢��｢�

とができたかo �*ﾘ.h.�,ﾙx�,h+x,h*(*HｫHｦ�/�ｧ�+X-騅ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｲ�
･教師が指差しながら数えることや演示 �-�+h.(訷��/�辷*h.倡�x/�wh+X+ﾒ��

することを良く見るとともに,支援を受 唸ｷ�-ﾙk�*�,h*(*H+�,h.�*�.な4ﾈ888�4�5��ｸ,ﾈｯ維x+R�

けながらも,容器に順序よく触れながら �488�5�6x,ﾈﾅ�,ﾘ-�/�ﾗ8,�+ﾒ雹ｸ,ﾈﾏﾈ*ｸ,亢9WH*(,H�9�2�

｢123...｣と数えることができた �,X*ｸ+ﾘ�ｪB�

かo 唸5h�ｸ8ｹ*8.�,ﾒﾈ5h�ｸ8ｸ*ｨ抦+8*ﾘ,�,�+ﾘ,ﾈ,Rﾉ�8ｦﾘ,��

(G)色を手掛かりに志された数だけ型はめ したり,シールを張ったりすることがで きたか. �,ﾙ�X.ｨ,�*�,�+ﾒ��

F 唸ｻ8踪*ｨﾌH/�+騁i$(/�輾ﾛx+X,I6�*h.�+��･呼び掛けに反応し友達の背中を押して前に出るよう ＼ ��ｲ��ｲ�x��

とができたか○ �,�6�*h+ﾘ.なｮx/�ti$(,ﾉ_ｸ,佰ﾈ*�+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�
･教師や友達が配ったり数えたりする活 �+ﾒ��

動を見ることができたかo 唸ｻ8踪,ﾈﾌH-�ｧﾈ*�,Rﾉ(ﾘ�8/�ﾏﾈ*�+ﾘ.に�H㈱,俘x.ﾘ+��

(G)積み木などを枠の中に入れたり1-3 �,Bﾈ訷/�+ﾘ+ﾘ*(+ﾘ.�+X+ﾘ�ｲ�

個を積み上げたりすることができたかo t 唸ｻ8踪,ﾈ輾ﾛx+X.(�裴,Rﾃ�ﾓ8,ﾉ��-ﾙm�/��,�?ﾈ.｢�+ﾘ.に��/�+�.�+X+ﾚ�ｻ8踪*ｨ7X8ﾘ6(4�/�ﾘx.ﾘ+�.倡�r�,Rﾃ�,ﾘ,(,�*�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｲ�



【授業における支援の評価】

面のかかわりについて

翰轍こついては数字をはっきり言う,指を子供の目の前に示すなどの支援で子供からの数唱が引き出しやす

くなりつつある｡

子供によっては謙聞~る場面を考慮して待つことを大切にしたことで考えようとしたり,自分でできたら,

幅動できた｣と喜びを感じ,次開音動への意欲を高めるようにすることができた｡

することが分かるために

授業の流れは, ｢歌遊び-始めのあいさつ-全体指導-グループ別の活動-終わりのあいさつ｣

とし,子供たちが授業にスムーズに取り組めた｡

全体指導においては,前題材までの流れをベースにした上で数唱を取り入れた｢教師が容器を

並べながら数える-子供が配る-指差しながら数える｣活動を行い,これらの活動を繰り返す中

で,子供たちが自分の活動を理解することができた｡

爽材･教具,場の設定について

食べ物の模型や好きなキャラクターの人形や絵カードなどを使用し,意欲を高めながら数の学習に取り組むことが

できた｡

グループの活動については,個別の課題に集中できるように棚,壁,ついたてを利用した場の

設定を行い,刺激の軽減が図れた｡

受業ミーティングⅢ (授業研究)から分かってきたこと

○　授業づくりについて

･　個別の指導計画においてば子供への支援の手立てや他の関連領域とのつながりで整理するこ

とができた｡

･ミーティングは,指導案を通して相互の意見を確認する形で,時間の確保に努められた｡

･　全体指導と個別のグループでの活動の関連の持たせ方(今回の場合は数唱や数えるという

ことを個別のグループでの課題に関連付けられるかということ)も検討したが, Iグループ

はできてもⅡグループは困難である｡

･活動をある程度限定していくことで目標が,スモールステップになり評価がしやすかった｡

○　教師の支援について

･　子供の行動や発言に対して,共感的応答的にかかわることは大切である｡

･　繰り返しのある活動,同じフレーズの繰り返される活動は,発達的にも合った活動であり,

子供たちも受け入れやすい｡

教具については発達的にも細かな工夫自分で

修正のできる工夫が必要である｡
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算数の授業づくりについて実践から分かったこと

系統的な指導内容をもつ教科である算数や国語においては,個々の実態の違いから,個別に対応 

することが基本になる授業である○ 

本グループでも,個々の子供の実態や課題が異なるため,活動の集団化という点では難しい面が

あった｡全体指導の中での個別化での対応が中心であり,その意味でも,年度当初や学期当初での

指導計画の検討が重要な意味を持つと考える｡個別の対応としたグループでの活動は実践する中で

子供たちにも,教師にも分かりやすい形になっていった｡このことは,子供の課題が継続指導の中

で明確化したためだと考えられる｡

教育的ニーズにおいては,言語.数量の領域との関連を十分図りながら,教育的ニ 坪5�,ﾉ�ﾙ.�/��

行うと生かしやすい(関連付けていきやすい)○ ��

算数で生かせる教育的ニーズはと考えることよりも,教育的ニーズ設定の前提に算数や国語の指

導を考慮していくという点が確認できると関連は持たせやすぐ　焦点化できるのではないかと考え

る｡

授業ミーティングの設定は,学級をまたぐため,時間設定が難しいことから,基本的には,年度 

始めと,各学期末に話し合う機会を持つことで効率的に進められそうである○日々の実践や題材に 

ついては,簡単な指導案等で共通理解していくことが,効率的に進められる○ 

授業ミーティングは,なかなか設定できないことが多い｡多くは,休息のときに相互の情報交換

や反省を行う程度であることが日々の中ではやりやすい｡ただ題材の始めなどは,担当の教師から

大まかな学習活動の流れが設定され,それについて,担当の子供の活動や目標を検討していくこと

が効率的に進められると考えた｡

文責:前園　孝哉
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研究のまとめ 

1　研究の成果

本研究では,個別の指導計画を授業に生かしながら,一人一人の子供が意欲的に活動する姿を目指

した教師の支援の宿り方を探ってきたことにより,いくつかの成果を確認することができた｡以下,研究仮
l ＼

説に沿って述べる｡

(1)一人一人に応じるために個別の指導計画を授業へ生かす

個別の指導計画を授業に生かそうと考えたとき,まず,わたしたちのこれまでの授業づくり(設計-

実践-評価)の流れを振り返ることができた｡次に,個別の指導計画は授業を設計する際のベースと
A

してあることと,個別の指導計画をわたしたちが日常的に見ることで一人一人の子供の教育的ニーズ

を意識することの重要性を確認することができた｡また,関連表や丁寧な授業づくりミーティングの必

要性に気付くことができた｡

以下に,関連表と授業づくりミーティングの取組における成果を述べる｡

ア　関連表について

わたしたちは,はじめに一人一人の教育的ニーズを授業にどう生かすかということを考えた｡

しかし,わたしたちが考える教育的ニーズは, ｢豊かな生活につながる力｣を視点とした観点別のもの

で1年間で達成し得る(取り組める)より具体的なものであったため,大部分の教育的ニーズは直

接授業でこたえることは難しかった｡そこで,個別の指導計画を授業でこたえる手立てとして関連表を

作成することにした｡この関連表は,当初,一人一人の子供の教育的ニーズにどの指導の形態のどの

単元･題材でこたえるかを明確にし,教育的ニーズにこたえる学習活動の焦点化を図ろうとした｡しか

し,この場合,生活単元学習など領域･教科を合わせた指導においては使いやすかっだが,教科別

の指導においては,それぞれの教育的ニーズをより具体的に設定したために,使いづらいものだった｡

したがって,具体的に設定した教育的ニーズだけにこたえようという考え方ではなく　教育的ニーズ

をより分析したことや指導の方向性や支援の手立てを含んだ子供の全体像も合わせて個別の指導計

画様式1を生かすという考え方に変更した｡その結果,個別の指馨計画と授業との関連に支援レベル

まで幅を持たせることができた｡

これらのことから,個別の指導計画が指導の形態ごとの教育的ニーズを明記しているものではなく

豊かな生活を見据えた9領域ごとの教育的ニーズを明記しているので個別の指馨計画と授業をつな

ぐものとして,関連表は必要であることが確認できた｡

イ　授業づくりミーティングについて

授業づくりミーティングはI一皿まであり,授業づくりミーティングIでは,学習集団担当教師が,

一人一人の子供の教育的ニーズや全体像から,その単元･題材において大切にしたいことやねらいた

いことを持ち寄って,集団としての学習活動を設定し,一人一人の子供の単元･題材における全体目

標を丁寧に確認することができた｡

授業づくりミーティングHでは,毎時間ごとに個人目標の確認や目標達成のための活動及びそ

の支援の手立てについて確認することができた｡そのことで,活動内容に応じた教材･教具の準備を

したり教師間の連携がとれたりして,よりよいチームティーチングができた｡

授業づくりミーティング皿では,毎時毎時の個人目標の達成度や手立ての適正さを評価することで

わたしたちの授業反省ができ,より一人一人の子供に応じた支援の手立てを考えることができた｡また,
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このミーティングの中には単元･題材反省も含み,個人目標や全体目標の評価をすることT,単元･

題材としてその構成の適正さを振り返り,次の単元･題材や次年度の単元･題材を考えていく際の材

料を得ることができた｡

これらの取組を通して,個別の指導計画を授業に生かす際に,頒域･教科を合わせた指導と教科別

の指導では若干の違いがあることに気付いた｡いずれにせよ基本的な授業づくりの流れは変わらない

が,こたえられる教育的ニーズの数は額域･教科を合わせた指導の方が多く　教科別の指導ではそ

の数は限られて,題材によっては,直接教育的ニーズにはこたえることができない場合も生じることが

分かった｡また,明確に次構成ができる単元･題材と,そうではない単元･題材とでは授業づくりミー

ティングHの中身や頻度も違ってくることが分かった｡

(2)一人一人の子供が意欲的に活動するような支援をする

ア　教師のかかわり方について

インリアルのS OULの基本姿勢を再確認し,子供たちの内面を観察しつつ,より子供の行動に

寄り添うことができるようになった｡そうした中で,子供に行動を促したり承認すような言葉掛け多く

見られるようになってきた｡

イ　することが分かるについて

具体的な学習活動を設定する際,子供にとっての始めと終わりを明確にするために,一人一人

の子供の認知レベルでの分析や活動そのものの分析を徐々にではあるが,日常的に行うようになっ

た｡例えば｢ポップコーンの袋詰めの活動｣では目の前にある量を全部袋詰めできたら終わり,あ

るいは, ○袋詰めたら終わりというようにする｡袋詰めしたものをどこに持っていくかなどの活動の

流れ全体もよく理解できるようにするなどである｡これらのことは,次の教材･教具,場の設定の

工夫にもつながった｡

ウ　教材･教具,場の設定について

一人一人の子操の支援の優位性を確認して,視覚刺激を与えるか,聴覚刺激を与えるがなどを

その都度考えながら,また一人一人の子供の身体の操作性なども同時に考えながら,どのような

教材･教具や補助具が最も有効かを毎時毎時考えるようになった｡

場の設定についても,一人一人の子供の活動がスムーズにできるように,また,負の刺激をでき

るだけ遮断し活動に集中できるように友達との開陳も考慮しながら設定することができるようになっ

た｡

以上のことから,わたしたちは,より丁寧に打ち合わせをしながらそれぞれの支援の工夫をするように

なり,チーム･ティーチングが向上してきた｡そして,子洪たちもより意欲的に集中して学習活動に取り

組み,目標を達成することが多くなった｡

指導計画を作成する際,学習活動を絞り込むと同時に,-単位時間においては,繰り返しの活 

動を多くし,教師のかかわり方を中,削こ様々な環境構成をすることで,子供たちの意欲的な活動 

を定着することができる○ 
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2　今後の課題

前項で述べたように,多くの成果を得た研究だったが,その中で課題も幾つかあった｡

別の指導計画の生かし方について

様式も含めた個別の指鷺計画の在り方の検討

自立活動との関連の明確化

関連表の使いやすさの追求

くりミーティングについて

･準備する資料とミーティングの効率的な進め方の検討

･　日々の授業記録の宿り方

上記のような課題に対しば,個別の指導計画を自立活動との一元化も考えていきたい｡そして

その中で,授業も含めて学校生活全般で一人一人の子供の｢今大切にしたいこと｣を生かしてい

く工夫をしていきたい｡

さらに,個別の指導計画作成･活用に関するシステムと,わたしたちの日々の授業の充実(一

人一人の子供が意欲的に活動する授業)とは切り離して考えていきたい｡

文責:山下　英一
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